
 

 

浪花おふくろファンド 
追加型投信／内外／株式／ファンド・オブ・ファンズ 

交付運用報告書 
第８期（決算日 2016 年 3 月 3 日） 

（作成対象期間 2015 年 3 月 4 日～2016 年 3 月 3 日） 

 

第８期末（2016 年 3月 3 日） 

基 準 価 額 15,327 円 

純 資 産 総 額 898 百万円 

第８期（2015 年 3 月 4 日～2016 年 3 月 3 日） 

騰 落 率 -5.79％ 

分配金（税込）合計 0 円 

(注 1)騰落率は、小数点以下第３位を四捨五入しております。 

(注 2)純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。 

 

受益者の皆さまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
浪花おふくろファンドは、このたび第８期決算を行いました。 
当ファンドは信託財産の長期的な成長を図ることを目的とした運用を行って参りました。ここ

に、当作成対象期間の運用経過等についてご報告申し上げます。 
今後も、皆さまの長期投資の充実のため、努めて参りますので、より一層のお引き立てを賜り

ますよう、お願い申し上げます。 

 

○本交付運用報告書は、2014 年 12 月 1 日より｢投資信託及び投資法人に関する法律｣の改正に
より、運用報告書（全体版）に記載すべき事項のうち重要なものを記載した書面です。その他の
内容については、運用報告書（全体版）に記載しております。 

○当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）に記載すべき事項を電磁的方法に
よりご提供する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、下記の手順でご覧いただけま
す。 

＜閲覧方法＞ 
下記ホームページにアクセス→「おふくろファンド」→「運用報告書・目論見書・月次レポート」 
○運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求により交付されます。交付をご請求される方
は、下記お問合せ先までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 
クローバー・アセットマネジメント株式会社 

〒104-0031 東京都中央区京橋三丁目 3-4 京橋日英ビル 3階 
[ホームページ] http://www.clover-am.co.jp 

[電話] 03-6262-3923 
[営業時間]平日 9：00～17：00 定休日：土日祝日・年末年始 

http://www.clover-am.co.jp/


 

 

運用経過の説明 

期中の基準価額等の推移（2015 年 3 月 4 日～2016 年 3 月 3 日） 

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ-5.79％の下落となりました。 

 

（注）当ファンドは、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

（注）分配を行っていないため、分配金再投資基準価額は表示しておりません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第 3位を四捨五入して表示しております。 

 

 

 

基準価額の主な変動要因 

世界各国の株式市場の変動により、組入れファンドの基準価額変動があり、当ファンドの基準価額も変動します。

今期は、主に日本株に投資している比率が高く日本株式市場の影響が最も大きく、下落要因となりました。また、為

替についても対ドルで円高が進み、基準価額の下落要因となりました。 

 変動要因についての詳細は後述（3項）の『投資環境』の通りです。 
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１万口当たりの費用明細 

 

項目 
当期 

項目の概要 
（2015 年 3 月 4 日～2016 年 3 月 3 日） 

  金額（円） 比率（％）   

（ａ）信託報酬 159  0.972  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

（投信会社） (102) (0.624) ・委託した資金の運用の対価 

（販売会社） (51) (0.312) 
・交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファ
ンドの管理、購入後の情報提供等の対価 

（受託銀行） (5) (0.031) ・運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

合計 159  0.972    

期中の平均基準価額は 16,353 円です。 

（注）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、下記の簡便法によ

り算出した結果です。 

    (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

（注）各金額は各項目毎に円未満は四捨五入して表示しております。 

（注）各比率は各項目毎に少数点以下第 4位を四捨五入して表示しております。 

 

 

最近５年間の基準価額等の推移 

（2011 年 3 月 3 日～2016 年 3 月 3 日） 

 

 

 
2011 年 3 月 3日 

決算日 

2012 年 3 月 5日 

決算日 

2013 年 3月 4日 

決算日 

2014 年 3 月 3 日 

決算日 

2015 年 3 月 3日 

決算日 

2016 年 3月 3日 

決算日 

基準価額（円） 9,357 9,060 10,299 13,274 16,269 15,327 

期間分配金合計（税込） － － － － － － 

分配金再投資基準価額の騰落率 7.4% -3.2% 13.7% 28.9% 22.6% -5.8% 

純資産総額（百万円） 589 704 744 810 945 898 

（注）当ファンドの目的・特色に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

（注）分配を行っていないため、分配金再投資基準価額は表示しておりません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第 2位を四捨五入して表示しております。 

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。 

 

 

 

 

 

 

0  

2  

4  

6  

8  

10  

12  

14  

5,000  

7,000  

9,000  

11,000  

13,000  

15,000  

17,000  

19,000  
純資産総額（右軸、億円） 

基準価額（左軸、円） 

－2－ 



 

 

投資環境 

当期は、アメリカが金融緩和の状態から利上げに向かうということがベースにあり、どちらにしても波乱はあ

ると思っていましたが、一年を通してみると非常にわかりやすい流れであったように思います。上半期、いろい

ろなことがありましたが、主に各国政府等の手当てで大事には至らず事態が収束するという半年でした。下半期

は、そのコントロールがもはや利かない状態で市場が翻弄されるという半年でありました。 

3 月は、1 月からのギリシャ債務危機の余韻が市場に残り緊張が続いていましたが、それなりに安定した状態

でスタートしました。ＥＣＢの思い切った量的緩和、また、日本の「ＧＰＩＦの買い」という強力な助っ人で、

日本・欧州市場は回復の途上。さえない米株式市場を尻目に、初春には日本株式市場に資金が流れ込む状況にな

り続伸、政府系の買い主体の存在とコーポレートガバナンス・コード導入での安心感で海外投資家の日本市場に

対する見方が変りつつあるとの記事が新聞をにぎわしました。 

7 月にはギリシャ危機が再燃、また、上海市場が 2 回にわたって急落、この時は最終的に中国政府の対応で市

場は反騰しました。しかし、中国政府のコントロールに対する不信感が醸成されました。 

8 月には天津で大規模な爆発事故があり、同時に原油価格下落、米利上げ懸念も重なり、世界同時株安が始ま

りました。 

10 月の強烈な反騰の後、11 月は日本郵政グループの上場もあり緩やかな上昇、12 月はＦＲＢの「緩やかな利

上げ」発表という一大イベントがあり、不透明感が晴れて安定するかと思いましたが、やはり原油安、中国の失

速懸念が続き不安定な年末になりました。 

1月の年明け早々は、上海市場の暴落（初日からサーキットブレーカー）で始まり、北朝鮮の核実験などが世

界市場を揺さぶる波乱の幕開けとなりました。ベースには中国の減速、原油安、米の利上げのスケジュールなど

不安定要素がずっと残っており、ＦＲＢの「利上げは急がない」というメッセージや日銀のマイナス金利導入も

一時のカンフル剤で乱高下が続き、一向に安定が見出せない状態でしたが2月中旬から産油国の協調で原油価格

が戻し始め、ECBのドラギ総裁が3月の理事会に向け追加緩和の意向を再確認するなど市場安定化に向けた動き

が出始めました。 

 

 

 

 

 

当ファンドの運用経過と結果 

おふくろファンドは、9 月（当初想定時期）までに米利上げのショックに対する準備をすべくキャッシュの比

率を上げることにし、6 月には低迷していたハリスグローバルバリュー株ファンドを一部売却、月末の時点では、

ファンドのキャッシュ比率を 12.34％に高めました。 

7 月、また 8 月末から 9 月にかけて大きく相場が下落しましたが、むしろチャンスと捕らえ、お客様から連続的

な追加投資もあり、むしろ積極的な買い入れ（TMA 長期投資ファンド、ひふみ投信）をいたしました。それに

より 10 月には大きく反発しました。11 月には、スイスの金融会社を保有していたハリスグローバルバリュー株

ファンドを最終的に全売却、12 月初めには為替の影響を受けやすいさわかみファンドを一部売却しました 

2016 年は、年初から申年の洗礼を受けましたが、追加投資もあり、下落時にはコムジェストエマージングフ

ァンドに追加投資しています。 

一年を通じて、おおむね市場の動きに適合できたかとは思いますが、キャッシュ比率の増減をもう少しダイナ

ミックにやるべきでした。特に、大幅反騰の 10 月に積極的にキャッシュ化を進めておけば、12 月、またこの 1

月の波乱にも、さらに積極的に対応できたというのが反省点です。 
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当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドの目的・特色に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定し

ておりません。以下のグラフは、当ファンドの期別基準価額騰落率です。 

 

 

 

分配金 

基準価額の水準、並びに市場環境等を考慮し、当期の分配については 0円とさせていただきました。なお、収益分

配に充てなかった利益（留保益）につきましては、元本部分と同様に運用いたします。 

■分配原資の内訳(1 万口当り) 

 項             目 当        期 

当期分配金(税込み)  0 円 

  当期の収益 -  

  当期の収益以外 -  

翌期繰越分配対象額 7,667 円  

(注)当期の収益は経費控除後の配当等収益および経費控除後の有価証券売買等損益、当期の収益以
外は収益調整金および分配準備積立金です。 

(注)円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致し
ない場合があります。 

 

 

今後の運用方針 

基本スタンスは、充分なキャッシュを持ち、あらゆる事態に対応できることを常態とします。もちろん、市場に動

揺が走り割安になったときは、果敢に買いに入ります。 

為替の変動も大きいことを想定しており、日本株では影響を受けにくい中小型株のウエイトをさらに上げます。ま

だ注目されていない（むしろダメといわれている）エマージングや、世界的な気候変動による農水産物への影響にも

注目しています。こうした方向性は、組み入れ各ファンドのファンドマネージャーからの情報、一般情報から独自に

仮説を組み立て、さらにジュネーブを軸とする投資家ネットワークから得られる情報とつき合わせて確認しています

が、その精度も今後さらに上げていかなければなりません。また、現時点において優秀なファンドを組み込んでいる

と自負していますが、こうした動きすべてに対応するため、さらに新たなファンドの組み入れも検討してゆくつもり

です。今年もお客様と二人三脚で、世の中の流れと組み入れファンドの動きに注目しながら、慎重かつ果敢に運用し

てゆく所存です。御支援のほど、よろしくお願いいたします。 
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お知らせ 

2015 年 3 月 4日から 2016 年 3 月 3 日までの期間に実施した信託約款の変更はありません。 

 

 

当ファンドの概要 

 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式／ファンド・オブ・ファンズ 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 信託財産の長期的な成長を目指して積極的な運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 主として国内外の株式等を投資対象とする投資信託証券を投資対象とします。 

運 用 方 法 

ファンド・オブ・ファンズ方式により、主として国内外の投資信託証券並びに投資法人及び外国

投資法人の投資証券に投資します。投資信託証券の組入比率は、原則として高位を維持しますが、

景気動向や市況動向を勘案して低位になることがあります。また、投資信託証券の銘柄の入替え

を行うことがあります。 

分 配 方 針 

毎決算時に、収益分配方針に基づいて分配を行います。分配金額は、委託会社が基準価額水準、

市況動向等を勘案し決定します。（分配を行わないこともあります。）当ファンドは分配金再投資

専用とします。 

（参考情報）当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較 

（2011 年 3 月末～2016 年 2 月末） 

 
（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 

（注）2011 年 3月末から 2016 年 2月末の 5 年間の各月末における 1年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を示したものです。 

（注）上記の騰落率は、直近月末から 60 ヶ月遡った算出結果であり、決算日に応対した数値とは異なります。 

 

【各資産クラスの指数】 
日 本 株 式 ：東証株価指数(TOPIX)配当込み指数 
先 進 国 株 式 ：MSCI Kokusai (World ex Japan) Index 
新 興 国 株 式 ：MSCI EM (Emerging Markets) Index 
日 本 国 債 ：NOMURA-BPI 国債 
先 進 国 国 債 ：シティ世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし円ベース） 
新 興 国 国 債 ：THE GBI EM Global Diversified Composite unhedged JPY index 
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。 

騰落率は、データソースが提供する各指数をもとに、株式会社野村総合研究所が計算しております。株式会社野村総合研究所及び各指数のデータ

ソースは、その内容について、信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性を含む一切の保証を行いません。また、株式会社野村総合研究

所及び各指数のデータソースは、当該騰落率に関連して資産運用または投資判断をした結果生じた損害等、当該騰落率の利用に起因する損害及び

一切の問題について、何らの責任も負いません。 

THE GBI EM Global Diversified Composite unhedged JPY index に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLC

に帰属します。TOPIX に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。MSCI Index に関する著作権、知的財産権そ

の他一切の権利は、MSCI Inc. に帰属します。シティ世界国債インデックスに関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、Citigroup 

Index LLC に帰属します。NOMURA-BPI に関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、野村證券株式会社に帰属します。 
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当ファンドのデータ 

当ファンドの組入資産の内容（2016 年 3 月 3日現在） 

 第８期末（2016 年 3 月 3日）組入比率 

ＴＭＡ長期投資ファンド（適格機関投資家限定） 38.71% 

ひふみ投信 24.36% 

さわかみファンド 23.59% 

ｺﾑｼﾞｪｽﾄ･ｸﾞﾛｰｽ･ｱﾒﾘｶ（ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ籍 US ﾄﾞﾙ建外国投資法人） 5.00% 

ﾆｯﾎﾟﾝｺﾑｼﾞｪｽﾄ･ｴﾏｰｼﾞﾝｸﾞﾏｰｹｯﾂ･ﾌｧﾝﾄﾞ SA（適格機関投資家限定） 4.36% 

その他（短期金融資産等） 3.98% 

組入ファンド数 5 銘柄 

（注）組入比率は純資産総額に対する割合です。 

（注）詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載されています。 

（注）小数点以下第 3位を四捨五入して表示しています。 

 

■資産別配分              ■国別配分              ■通貨別配分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。 
（注）国別配分については投資しているファンドの発行国を表示しています。 
 
純資産等 

 第８期末（2016 年 3 月 3日） 

純資産総額 898,396,238 円 

受益権総口数 586,165,458 口 

１万口当たり基準価額 15,327 円 

当期（当作成期間）中における追加設定元本額は 101 百万円、同解約元本額は 94 百万円です。 
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組入ファンドの概要 

以下は当ファンドが投資対象としているファンドの現況です。詳細な内容については運輸報告書（全体版）に記載

しております。 

１.ＴＭＡ長期投資ファンド（適格機関投資家限定） 

■基準価額の推移（2015 年 3 月 3 日～2016 年 3 月 3日） 
（円） 

 

■1万口あたりの費用明細 

（2014 年 5 月 16 日～2015 年 5 月 15 日） 

 

■組入資産の明細（2015 年 5 月 15 日現在） 
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＜ご参考＞東京海上長期投資マザーファンド 

■組入状況 組入上位 10 銘柄（2015 年 5 月 15 日現在） 
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２.ひふみ投信 

■基準価額の推移（2015 年 3 月 3 日～2016 年 3 月 3日） 
（円） 

 

■1 万口当りの費用の明細 

 

■当ファンドの組入資産の内容 

 

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が 100％とならない場合があります。 
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＜ご参考＞ひふみ投信マザーファンド 

■組入上位銘柄（2015 年 9 月 30 日現在） 
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３.さわかみファンド 

■基準価額の推移（2015 年 3 月 3 日～2016 年 3 月 3日） 

（円） 

 

■1 万口当たりの費用明細 

 

■組入上位 10 銘柄（2015 年 8 月 24 日現在） 
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４. ｺﾑｼﾞｪｽﾄ･ｸﾞﾛｰｽ･ｱﾒﾘｶ（ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ籍 US ﾄﾞﾙ建外国投資法人） 

■基準価額の推移（2015 年 4 月 2 日～2016 年 3 月 3日） 

（米ドル） 
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５.ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドＳＡ（適格機関投資家限定） 

■基準価額の推移（2015 年 3 月 3 日～2016 年 3 月 3日） 

（円） 

 

■1 万口当たりの費用の明細 

 

■投資信託財産の構成（2015 年 12 月 25 日現在） 
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＜ご参考＞ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ マザーファンド 

■上位 10 銘柄の推移 
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